
平成29年度 一般社団法人東京空調衛生工業会との意見交換会

○ 次 第

１ 開 会

２ 議 事

(1) 一般社団法人東京空調衛生工業会からのご意見及びご要望につ

いて

(2) 試行状況の検証に関する意見交換

(3) その他

３ 閉 会

○ 日時：平成 30 年 1 月 18日（木）16 時 00分～17時 00分

○ 場所：東京都庁第一本庁舎 42階北側 特別会議室Ａ
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平 成 3 0 年 1 月 1 8 日

東京都 様

                        一般社団法人 東京空調衛生工業会

                             会 長  是常 博         

東京都 平成 29 年度意見交換会資料

＜はじめに＞

   東京都においては、「入札契約制度の改革」が６月末よりスタートし１年

間の試行が行われておりますが中間報告を受け、本日は「入札契約制度等に

関する要望」をテーマに意見交換会を開催していただき感謝申し上げます。

この意見交換会を踏まえより良い入札契約制度となるように、よろしくお

願いします。

＜要望に際しての基本認識＞

公共工事の役割は、公共建築物について品質の高い建設や維持管理を行う

ことにあります。適正な価格と工期の確保により魅力ある建設業界を築き継

続させることができます。建築業界は公共建築及び民間建築物の品質向上や

良好な社会インフラを整備することが可能な優秀な人材を確保･育成する役

割も担っております。

以上のことは、大地震発生時など非常時における迅速な対応も可能とする

ことも含めて、建設業界の社会的責任であります。

従って、適切な入札契約制度への改善にむけて、今後とも「意見交換会」

を継続して頂きたい。

＜東京都入札契約制度改革等に関する要望＞

   別紙添付資料参照願います。



                                   別紙１

                              

要 望 事 項

一.分離発注方式維持継続のお願い

１.東京都発注の設備工事については、「分離発注方式」を原則として実施し

て戴いており、感謝申し上げます。

建築物の総合的な品質は 設備工事の品質によっても大きく左右され、設備

専門の技術を有する企業が、発注者のニーズを直接把握し、責任をもって

施工する｢分離発注方式」こそ、高品質の確保に最適であると考えており「公

共工事の品質確保の促進に関する法律」（品確法）に適うものと考えます。

つきましては、今後も「分離発注方式」の維持・継続を強くお願い申し

上げます。

二、入札契約制度改革への要望

1）「事後公表」について

    当工業会に於いては、従前より予定価格については「事後公表」

   をお願いしており、希望に沿った形で改革を行って頂き感謝いたしま

   す。今後も継続して頂けるようにお願いいたします。

2）「一社入札の中止」について

    以下の二点の理由により、制度運用を見直して頂きますようにお願い

いたします。

    ① 事後公表であれば落札率は関係なくなり、又電子入札制度の下で

は入札参加業者は入札参加者の名前も、数も知りえない。

    ② 入札に参加する際には、見積もりをはじめ技術者確保等の作業を

行っており、１社入札という理由で中止にされるのは、受注意欲

を持って参加した企業に、その後の対応に更なる負担を掛けるこ

ととなる。

     なお、魅力ある工事となるように、工期や工事予定金額等の見直

しも合わせてお願いいたします。
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  3）「ＪＶ結成義務の撤廃」について

    「ＪＶ結成義務の撤廃」を継続するならば、より多くの中・小企業の

参加機会を増やすとともに育成を図るために、下記の二点の検討をお

願いいたします。

   ① ＪＶ結成のメリットを強化するため、総合評価案件を増やすとと

もに、「ＪＶ結成」の評価は、単独項目での加点としていただきたい。

    ② ＪＶ工事に於いて、２０％以上出資している第二順位者にも

工事実績として認めて頂きたい。（国では認定している）

    

4）「低入札価格調査制度の適用範囲の拡大」について

    ダンピング対策の観点からも、この改革は機能を果たしており

    今後も継続することをお願いたします。

三.入札不調による施工工期の圧縮について

   入札不調による再入札の案件に対しても、適正な工期の確保をお願いい

たします。  


